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　憲法破壊の危険がかつてなく強まるなかで創立19周年を迎えた調布｢憲法ひろば｣は12月10日(土) 13:30～､あくろすホールで､改憲問題対策法律家６団体連絡会事務局長の大江京子弁護士(写真左)をお招きし､第196回例会を開きました。司会は丸山重威世話人(写真右)、記録は石川康子世話人。参加はZOOM視聴2人を含め39人でした。 (編集部)
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戦争への道　軍事大国化と明文を許すな！





　旧統一教会との癒着や政治資金の裏金化が暴露され、支持率低下が止まらない岸田政権の下で、憲法審査会はかつてない頻度で開かれ、緊急事態条項の導入と緊急事態下の国会議員の任期延長という形で改憲準備が急ピッチで進められています。９条改憲とは一見関わりないように見えるこの改憲案の危険性を広く知らせるため、大江京子さんをお招きして大きな集会を計画しました。


　マススメディアが報道しないせいか参加者は39名に止まりましたが、関心の高い市外からの参加者も多く、活発な質疑応答で熱い例会になりました。





なぜ国会議員の任期延長が必要か





　日本国憲法に緊急事態条項がないのは、旧帝国憲法が引き起こした事態や、ワイマール憲法の緊急事態条項を使ってナチスが「民主的に」政権を取ったことへの反省によることは良く知られている。仮に衆議院解散時に大災害など非常事態が起こったときは、参議院の緊急集会を開くことになっている（54条）。改憲派はこれでは不十分だとする論拠として、参議院緊急集会が70日間と期間限定されていること、あくまで臨時のものであり、権限も限定されていることを挙げ、国政選挙は全国一律同時に行うべきで、災害地などでの繰り延べ選挙は望ましくないとする。





参議院緊急集会が期間限定されているわけ





　憲法54条では、衆議院解散の日から40日以内に総選挙を行い、選挙から30日以内に国会を開かなければならない。緊急の必要があるときは、参議院緊急集会が召集されるが、参議院緊急集会での決定は衆議院開会から10日以内にその同意を得られなければ無効になると定められている。あくまでも民意が反映される仕組みが担保されているのだ。





議員任期延長は国民の選挙権停止





　これにたいし議員の任期延長論は、民主主義の根幹である選挙権を国民から奪うもので、東日本大震災、コロナ禍、ウクライナ戦争、台湾有事、などで危機意識を煽り、この１項目でも憲法に書き込めれば、９条改正への道は真っすぐに開ける。改憲勢力が両院で３分の２を超えている今は絶好のチャンス。憲法審査会は週１という異例の頻度で開かれ、議論は煮詰まったからまとめの案を作ろうとか、これまでタブーとされてきた多数決を容認する意見、改憲派だけで草案を作ろうとか、が公然と発言されるようになっている。


そして12月７日、中谷自民党筆頭幹事は今度の通常国会で、改憲案作成のための機関を憲法審査会の中に設けることを提案すると発言した。





議員任期延長は単なるお試し改憲ではない





　それだけではない。国民・維新は閉会中審査まで要求して、来年９月の岸田総裁任期切れまでに改正を実現しようとしている。憲法審査会で改正案がまとまり、国会に提出されれば、今の議員構成では通ってしまうのだ。内外に山積する問題を抱え、国民投票法も不完全なまま、日程的にも手続き上もとても無理だと思われるこの改憲を改憲派がむりやり推し進めようとするのはこのために他ならない。憲法審査会というと、何か縁遠いもののようで、メディアもあまり報じないが、この危険な動きをしっかりとチェックしていかなければならない。


 （石川 康子･記）




















